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昨
年
九
月
の
香
美
市
内

地
域
交
通
対
策
検
討
委
員

会
か
ら
の
最
終
答
申
に
基

づ
き
、
市
に
お
い
て
再
編

原
案
の
作
成
を
行
い
、
香

北
・
物
部
地
区
自
治
会
長

会
や
山
田
・
香
北
・
物
部

の
各
地
域
審
議
会
に
説
明

を
行
っ
た
。
ま
た
、
新
設

路
線
に
つ
い
て
は
沿
線
関

係
自
治
会
に
対
し
て
個
別

説
明
会
を
開
催
し
、
住
民

の
皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見

や
ご
提
案
も
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
再
編
案
の

作
成
を
終
了
し
た
。

な
お
、
今
議
会
に
は
、
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
再
編
さ
れ
る
市
営
バ
ス

事
業
で
の
運
行
開
始
に
向

け
て
、
市
営
バ
ス
事
業
に

か
か
る
条
例
改
正
議
案
と

あ
わ
せ
、
関
係
予
算
も
提

案
し
て
い
る
。
新
規
路
線

は
、
不
寒
冬
線
・
西
又
線
・

岩
村
線
・
町
田
線
・
神
池

線
で
あ
る
。

　
三
谷
地
区
集
会
所
建
設

に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二

月
に
工
事
を
発
注
し
、
順

次
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

指
定
管
理
者
と
し
て
、
地

域
住
民
で
組
織
す
る
「
三

谷
地
区
集
会
所
運
営
委
員

会
」
に
よ
る
管
理
運
営
を

予
定
し
て
お
り
、「
集
会

所
を
中
心
に
し
て
、
地
域

防
災
や
地
域
活
性
化
等
の

課
題
に
対
し
、
地
域
住
民

が
自
主
性
を
も
っ
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
の
計
画
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。
今
後
の
地
域
活

動
の
拠
点
施
設
と
し
て
大

い
に
活
用
さ
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。

　
市
内
自
主
防
災
組
織
の

設
立
に
つ
い
て
、
各
地
域

並
び
に
自
治
会
長
会
に
お

い
て
説
明
会
等
に
努
め
二

十
年
度
は
七
組
織
が
立
ち

上
が
り
、
市
全
体
で
七
四

組
織
、
組
織
率
約
三
八
・

八
％
と
な
っ
た
。

　
地
域
の
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
思
っ
た
よ
う
に

設
立
数
が
上
が
ら
な
い

が
、
引
き
続
き
精
力
的
に

地
域
へ
入
り
、
説
明
会
、

話
し
合
い
等
を
行
い
、
設

立
に
努
め
る
。

　
昨
年
九
月
か
ら
香
美
市

地
域
雇
用
戦
略
チ
ー
ム
会

議
に
て
、
地
域
雇
用
創
造

推
進
事
業
と
地
域
雇
用
創

造
実
現
事
業
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

雇
用
創
造
に
係
る
効
果
が

高
い
と
認
め
ら
れ
る
協
議

会
に
対
し
て
委
託
さ
れ
る

も
の
で
、
三
年
間
の
事
業

で
あ
る
。
推
進
事
業
は
、

雇
用
を
生
む
た
め
の
研
修

事
業
を
行
い
、
実
現
事
業

は
、
雇
用
の
機
会
を
増
大

す
る
効
果
が
見
込
ま
れ
る

地
域
の
産
業
や
地
域
経
済

の
活
性
化
等
へ
の
取
り
組

み
に
対
し
て
、
推
進
事
業

で
育
成
を
し
た
人
材
等
を

活
用
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
農
作

業
等
の
受
委
託
事
業
、
伝

統
産
業
の
継
承
や
海
外
展

開
、
鹿
肉
を
含
む
地
域
資

源
の
特
産
品
作
り
、
観
光

事
業
の
拡
大
な
ど
に
取
り

組
む
。
以
上
の
結
果
を
厚

生
労
働
省
へ
申
請
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
知
県
緊
急
雇

用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事

業
は
、
六
件
の
事
業
（
二

千
五
百
九
十
万
円
）
を
計

画
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討

中
で
あ
る
。

　
第
三
期
計
画
で
物
部
町

へ
施
設
整
備
を
計
画
し
て

い
た
介
護
保
険
施
設
は
、

第
三
期
期
間
中
に
整
備
が

で
き
て
い
な
い
。

　
第
四
期
介
護
保
険
事
業

計
画
（
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
同
二
十
三
年
度
）
を

策
定
す
る
策
定
委
員
会
に

お
い
て
協
議
検
討
し
た
結

果
、
引
き
続
き
施
設
整
備

の
計
画
を
前
提
と
し
た
介

護
保
険
料
を
設
定
す
る
た

め
の
見
込
み
料
を
給
付
費

に
盛
り
込
ん
だ
。施
設
は
、

定
員
二
十
九
人
以
下
の
地

域
密
着
型
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

で
あ
り
、
本
計
画
期
間
中

に
実
現
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
。

　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
で
取
り
組
ん
で
い
る
秦

山
公
園
第
四
駐
車
場
整
備

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
年
度
内
に
完
了
予
定

で
あ
る
。
駐
車
台
数
は
九

十
一
台
を
予
定
し
て
い
る
。

　
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、

黒
土
二
号
団
地
の
市
営
住

宅
建
築
工
事
は
、
外
構
工

事
と
遊
具
設
置
な
ど
を
残

す
の
み
と
な
っ
て
お
り
、

年
度
内
完
了
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
土
木
工
事
に

つ
い
て
は
、
辺
地
事
業
で

取
り
組
ん
で
い
る
市
道
・

後
入
線
・
有
谷
線
・
谷
相

線
の
工
事
は
完
了
し
た
。

　
過
疎
事
業
で
取
り
組
ん

で
い
る
市
道
・
猪
野
々
西

線
の
用
地
測
量
委
託
業
務

は
完
了
し
、
市
道
・
大
平

南
岸
線
の
改
良
工
事
は
年

度
内
完
了
の
予
定
で
あ
る
。

　
平
成
十
九
年
度
に
完
成

し
た
基
本
方
針
を
基
に
、

香
南
市
と
協
議
を
重
ね
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進

の
た
め
に
未
利
用
森
林
バ

イ
オ
マ
ス
の
利
用
に
よ
る

地
域
活
性
化
と
低
炭
素
社

会
の
実
現
を
目
指
し
た
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
が
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
技
術

開
発
機
構
の
助
成
を
受
け

進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

の
た
び
完
成
し
た
。

　
概
要
は
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
導
入
に
よ
る
経
済
効

果
、
持
続
可
能
な
事
業
化

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
事
業

化
に
向
け
た
経
済
性
の
試

算
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

　
文
部
科
学
省
が
小
学
五

年
生
と
中
学
二
年
生
を
対

象
に
初
め
て
実
施
し
た

「
全
国
体
力
テ
ス
ト
」
が

一
月
二
十
一
日
に
公
表
さ

れ
、
本
県
は
学
力
に
つ
づ

き
体
力
で
も
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本

市
も
同
様
の
厳
し
い
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

　
本
県
、
本
市
の
子
ど
も

の
体
格
、
運
動
能
力
が
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
は
、
以
前
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の

体
力
テ
ス
ト
で
は
、
児
童

生
徒
の
生
活
・
運
動
習
慣

や
学
校
へ
の
調
査
も
実
施

さ
れ
て
お
り
、
分
析
と
と

も
に
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　「
な
か
よ
し
保
育
園
」

は
、
予
定
ど
お
り
園
舎
等

が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
敷
地

面
積
は
約
五
七
〇
〇
平
方

㍍
で
、
建
築
面
積
が
約
二

二
〇
〇
平
方
㍍
と
な
っ
て

い
る
。
園
舎
は
、
本
市
産

木
材
を
使
っ
た
木
造
平
屋

建
て
で
、
園
児
の
安
全
を

守
る
各
種
警
備
シ
ス
テ
ム

や
高
い
耐
震
性
を
誇
る
構

造
等
を
取
り
入
れ
た
施
設

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
育
園
に
は
一

時
保
育
や
子
育
て
相
談
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
併
設
し
、
本
市
の
子
育

て
支
援
の
中
核
施
設
と
し

て
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
一
九
〇
九
年
（
明
治
四

十
二
年
）
二
月
十
一
日
、

高
知
県
初
の
水
力
発
電
所

「
平
山
発
電
所
」
が
営
業

運
転
を
開
始
し
て
か
ら
、

今
年
で
丁
度
百
年
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、
二
月
十
一

日
、Ｒ
Ｋ
Ｃ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。
写
真
や

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰

や
、
県
内
の
電
気
事
業
の

歴
史
紹
介
、
明
治
大
学
理

工
学
部
の
北
野
大
（
き
た

の
　
ま
さ
る
）
教
授
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
本
市

か
ら
は
大
宮
小
学
校
や
香

長
小
学
校
を
含
む
県
内
四

小
学
校
の
生
徒
に
よ
る

「
わ
が
町
わ
が
村
の
水
力

発
電
所
」
と
題
し
た
地
域

の
特
産
や
自
慢
を
交
え
た

元
気
い
っ
ぱ
い
の
発
表
が

行
わ
れ
た
。

　
四
月
五
日
に
は
、
地
元

平
山
地
区
に
お
い
て
桜
ま

つ
り
と
併
せ
た
「
地
元
感

謝
祭
」
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

市
営
バ
ス
の

運
行
再
編

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン

全
国
体
力

テ
ス
ト

地
域
雇
用

戦
略
チ
ー
ム

三
谷
地
区

集
会
所

な
か
よ
し
保
育
園

が

完

成

物
部
町
に

介
護
施
設
を

建
設
都
計

関
係
事
業

自
主
防
災

組
織
の
設
立

百
年
を
迎
え
た

平
山
発
電
所

市長より議会へ

行政報告行政報告行政報告
3月定例会
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検
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施
設
整
備
を
計
画
し
て

い
た
介
護
保
険
施
設
は
、

第
三
期
期
間
中
に
整
備
が

で
き
て
い
な
い
。

　
第
四
期
介
護
保
険
事
業

計
画
（
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
同
二
十
三
年
度
）
を

策
定
す
る
策
定
委
員
会
に

お
い
て
協
議
検
討
し
た
結

果
、
引
き
続
き
施
設
整
備

の
計
画
を
前
提
と
し
た
介

護
保
険
料
を
設
定
す
る
た

め
の
見
込
み
料
を
給
付
費

に
盛
り
込
ん
だ
。施
設
は
、

定
員
二
十
九
人
以
下
の
地

域
密
着
型
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

で
あ
り
、
本
計
画
期
間
中

に
実
現
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
。

　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
で
取
り
組
ん
で
い
る
秦

山
公
園
第
四
駐
車
場
整
備

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
年
度
内
に
完
了
予
定

で
あ
る
。
駐
車
台
数
は
九

十
一
台
を
予
定
し
て
い
る
。

　
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、

黒
土
二
号
団
地
の
市
営
住

宅
建
築
工
事
は
、
外
構
工

事
と
遊
具
設
置
な
ど
を
残

す
の
み
と
な
っ
て
お
り
、

年
度
内
完
了
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
土
木
工
事
に

つ
い
て
は
、
辺
地
事
業
で

取
り
組
ん
で
い
る
市
道
・

後
入
線
・
有
谷
線
・
谷
相

線
の
工
事
は
完
了
し
た
。

　
過
疎
事
業
で
取
り
組
ん

で
い
る
市
道
・
猪
野
々
西

線
の
用
地
測
量
委
託
業
務

は
完
了
し
、
市
道
・
大
平

南
岸
線
の
改
良
工
事
は
年

度
内
完
了
の
予
定
で
あ
る
。

　
平
成
十
九
年
度
に
完
成

し
た
基
本
方
針
を
基
に
、

香
南
市
と
協
議
を
重
ね
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進

の
た
め
に
未
利
用
森
林
バ

イ
オ
マ
ス
の
利
用
に
よ
る

地
域
活
性
化
と
低
炭
素
社

会
の
実
現
を
目
指
し
た
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
が
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
技
術

開
発
機
構
の
助
成
を
受
け

進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

の
た
び
完
成
し
た
。

　
概
要
は
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
導
入
に
よ
る
経
済
効

果
、
持
続
可
能
な
事
業
化

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
事
業

化
に
向
け
た
経
済
性
の
試

算
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

　
文
部
科
学
省
が
小
学
五

年
生
と
中
学
二
年
生
を
対

象
に
初
め
て
実
施
し
た

「
全
国
体
力
テ
ス
ト
」
が

一
月
二
十
一
日
に
公
表
さ

れ
、
本
県
は
学
力
に
つ
づ

き
体
力
で
も
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本

市
も
同
様
の
厳
し
い
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

　
本
県
、
本
市
の
子
ど
も

の
体
格
、
運
動
能
力
が
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
は
、
以
前
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の

体
力
テ
ス
ト
で
は
、
児
童

生
徒
の
生
活
・
運
動
習
慣

や
学
校
へ
の
調
査
も
実
施

さ
れ
て
お
り
、
分
析
と
と

も
に
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　「
な
か
よ
し
保
育
園
」

は
、
予
定
ど
お
り
園
舎
等

が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
敷
地

面
積
は
約
五
七
〇
〇
平
方

㍍
で
、
建
築
面
積
が
約
二

二
〇
〇
平
方
㍍
と
な
っ
て

い
る
。
園
舎
は
、
本
市
産

木
材
を
使
っ
た
木
造
平
屋

建
て
で
、
園
児
の
安
全
を

守
る
各
種
警
備
シ
ス
テ
ム

や
高
い
耐
震
性
を
誇
る
構

造
等
を
取
り
入
れ
た
施
設

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
育
園
に
は
一

時
保
育
や
子
育
て
相
談
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
併
設
し
、
本
市
の
子
育

て
支
援
の
中
核
施
設
と
し

て
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
一
九
〇
九
年
（
明
治
四

十
二
年
）
二
月
十
一
日
、

高
知
県
初
の
水
力
発
電
所

「
平
山
発
電
所
」
が
営
業

運
転
を
開
始
し
て
か
ら
、

今
年
で
丁
度
百
年
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、
二
月
十
一

日
、Ｒ
Ｋ
Ｃ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。
写
真
や

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰

や
、
県
内
の
電
気
事
業
の

歴
史
紹
介
、
明
治
大
学
理

工
学
部
の
北
野
大
（
き
た

の
　
ま
さ
る
）
教
授
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
本
市

か
ら
は
大
宮
小
学
校
や
香

長
小
学
校
を
含
む
県
内
四

小
学
校
の
生
徒
に
よ
る

「
わ
が
町
わ
が
村
の
水
力

発
電
所
」
と
題
し
た
地
域

の
特
産
や
自
慢
を
交
え
た

元
気
い
っ
ぱ
い
の
発
表
が

行
わ
れ
た
。

　
四
月
五
日
に
は
、
地
元

平
山
地
区
に
お
い
て
桜
ま

つ
り
と
併
せ
た
「
地
元
感

謝
祭
」
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

市
営
バ
ス
の

運
行
再
編

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン

全
国
体
力

テ
ス
ト

地
域
雇
用

戦
略
チ
ー
ム

三
谷
地
区

集
会
所

な
か
よ
し
保
育
園

が

完

成

物
部
町
に

介
護
施
設
を

建
設
都
計

関
係
事
業

自
主
防
災

組
織
の
設
立

百
年
を
迎
え
た

平
山
発
電
所
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